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「インターＫＸ内訳書・概況書 Ver.11.0｣の対応内容についてご案内します。 
 

1.データの利用について 

データ移行対象バージョン・・・Ver.10.0 

上記のバージョンからデータ移行が可能です。 

■Ver.7.0 をお使いのお客様 

今回の改版商品に添付されております Ver.10.0 をセットアップし、Ver10.0 へのデータ変換後、Ver.11.0

をご使用ください。 
 

2.改正内容 
以下の新様式に対応しました。 
● 平成18年4月1日以後開始事業年度の法人が使用する、「役員報酬手当及び人件費の内訳書」の
新様式に対応します。 
平成18年3月31日以前開始事業年度の法人データを作成したり、リストアしたりすると、注意メッセージ
表示を行います。 

＜新様式＞ Ver.11.0では新様式に対応しました。                    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜旧様式（Ver.10.0）＞平成18年3月31日までに開始する事業年度は、Ver.10.0をお使いください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● 買掛金（未払金・未払費用）の内訳書 
買掛金（未払金・未払費用）の内訳書の欄外注釈の文面が一部変更に伴い、対応をしました。 

｢インターＫＸ内訳書・概況書｣様式改正対応版 概要(Ｖｅｒ.11.0)

概要のバージョンの表記について 

「Ver.11.0」のように小数点以下 2 桁目は省略し

て記載しています。正確なバージョンはシステム

起動後の［ヘルプ］-［バージョン情報］で確認で
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3.機能アップ等 

●Windows VistaTM への対応 

Windows VistaTM を動作ＯＳに追加しました。Windows VistaTM はクライアントとしてご使用して 

ください。Windows® XP 同様サーバとして使用することはできません。 

●法人情報変更 起動メニュー追加 （メニューバーの［ファイル］） 

メニューバーの［ファイル］から法人情報変更を起動できるようにしました。法人選択後でも、法人情報変

更を起動することができます。 

●タブメニュー 前回表示した内訳書帳票の保存機能追加 

内訳書入力（または表示）画面を終了してタブメニューに戻ったとき、前回選択した内訳書の位置にカーソル

が移動するようにしました。 

●破線設定の削除 （印刷処理） 

Ver.11.0 では、プリンタの機種に関わらず破線は破線のまま印刷できるため、破線設定を行う必要があり

ません。＜破線設定＞ボタンを削除しました。 

●法人名のシングルコーテーションの印字対応 

法人名に半角シングルコーテーション「’」を印字可能にしました。 

●翌期更新後のカーソル位置の改善 

翌期更新後に法人選択画面に戻ったとき、翌期更新ボタンを押したときに選択していた法人の位置にカーソ

ルが移動するようにしました。 

●帳票出力情報設定の変更 

(1)新規データ作成時の「システム日付の出力方法」の初期値を「出力しない」に変更しました。 

(2)会計事務所情報の出力で、ドロップダウンリストに「会計事務所名」を追加しました。従来の「出力」

は、「会計事務所と電話番号」に変更しました。 

●InterKX 財務会計 Ver.3.2 以降との連動対応 

財務応援 SuperVer.7.2（会社法対応）により追加された勘定科目を標準科目割付に登録しました。 

●財務データ連動時のパスワード確認機能追加 

財務データ連動（自動連動）で、連動データ選択時に財務データに設定されたアクセス権およびパスワード

が有効になるようにしました。 

●アクセスログ出力の対応 

 

 

電子申告更新用（Ver.H11.00.e1）プログラムについて ＜2007 年 4 月上旬リリース＞ 
Ver.11.00.e1 のデータは、電子申告システム Ver.H18.20 で取り込むことができます。 
(対応内容) 
①新様式の対応 
②補正チェックリスト対応  
③自動文字変換処理 対象文字の追加（e-Ｔaxにおけるすべての使用禁止文字を変換します） 


